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1.  本人と家族が地域でよりよく暮らしていくために
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2.  センター方式について
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　　3.  みんなで情報を持ち寄り、「本人がより
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よく暮らす」ための手がかりを見つけよう
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4.  本人がよりよく暮らしていく支援を実践するために
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5.  本人・家族と一緒に使ってみよう！

▶本人なりに必ず理由や求めていることがあります！◀
とらえにくい本人の思いや力を、みんなで探ろう。

道具（センター方式）を使うと、思いや力、支援の手がかりを見つけやすい。

これまでの経過
A-1、A-2シート…これまでの経過　B-2シート…生活史

ありのままの言葉・姿
C-1-2シート…姿と気持ち

よくなるきっかけ
D-4シート…1日の変化
D-3シート…1週間のリズム
C-1-1シート…心身の全体関連
A-3シート…治療・薬の全体

なじみの暮らし方
B-2シート…生活史
B-3シート…なじみの暮らし方
B-4シート…生活環境

できること、わかること
D-1シート… できること、
 できないこと
D-2シート… わかること、
 わからないこと

家族の思いと力
A-1シート…これまでの経過
B-1シート…家族の思いと暮らし

地域とのつながり
A-4シート…支援マップ
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6.  シート記入のスタートガイド
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